


フィリピンオンライン研修  
プログラム概要イメージ 

プログラム概要 
Day 

1 
イントロダクション 
学びの下準備（日本語） 

Day 
2 

フィリピンNGOスタッフと対話
「コロナ禍の影響」（英語） 

Day 
3 

都市スラムの若者と対話 
若者のライフストーリー（英語） 

Day 
4 

フィリピンの大学生と対話 
「大学生活のこと／貧困について
どう考えているか」（英語） 

Day 
5 

クロージングセッション 
学びの整理／世界を変える 
アクションを知る（日本語） 

イントロダクション 

ビデオツアー 
（都市部の街並み、都市スラム、フィリピ
ン大学キャンパスなどを動画で紹介） 

交流・対話 
グループ 
ワーク 

まとめ 

交流・対話 
グループ 
ワーク 

交流・対話 
グループ 
ワーク 

1日（2時間）の大まかな流れ 

スタディツアーの醍醐味である「生の声」と「対話」をオンラインで。 



フィリピンオンライン研修 ４つの目的 

1. 発展途上国の都市貧困について、人々の生の
声に触れることで、知り、考え、理解を深めるこ
と 
 

2. フィリピンの同世代の若者と交流することで、
グローバル課題を自分事としてとらえること 
 

3. パンデミックがフィリピンの人々の生活に与え
る影響を知り、日本との違いを考えること 
 

4. 海外の人々との対話から学び、課題解決のた
めに行動しようとする意欲を醸成すること 



フィリピンオンライン研修  
実施体制ーリソースパーソン 

メインファシリテーター 
野田沙良（のださよ） 

 
＊認定NPO法人アクセスの事務局長。
スタディツアー引率経験40回以上 

ジセル 
アクセス・フィリ
ピン職員 

ジェリック 
アクセス・フィリ
ピン職員 

カイラ 
アクセス・フィリ
ピン職員 

フィリピン側ファシリテーター兼リソースパーソン 

ジェイミー 
アクセス・フィリピン
職員／都市スラム住民 

調整中 
トンド地区在住の

学生2名 

調整中 
フィリピン大学の 
大学生3名 

フィリピン側リソースパーソン 



フィリピンオンライン研修  
実施体制ー生徒のグループ分け 

z 参加者20名 
z ４日目まではA~C
のグループでグル
ープセッション実施 

z ５日目のみ、シャッ
フルしたグループで
話し合い 
 

A 
グループ 
７人 

B 
グループ 
７人 

C 
グループ 
６人 

１～４日目のグループ分け 

A,A,A,  
B,B, 
C,C 
７人 

A,A,  
B,B,B 
C,C 
７人 

A,A,  
B,B, 
C,C 
６人 

５日目のグループ分け 



Day１ イントロダクション 
内容：  学びの下準備 

担当：  野田沙良（当会事務局長） 

使用言語： 日本語 

プログラム 概要 時間配分 

自己紹介 Jamboardを用いて 10分 

レクチャー フィリピンおよび都市貧困に
ついて 50分 

グループワーク 「知りたいことを話してもらう
ための質問のコツ」について 60分 



Day 2 フィリピンNGOスタッフと対話 
内容：  フィリピンのコロナ禍について 
担当：  全体進行‐野田／グループ進行‐ジェリック、ジセル、カイラ 

使用言語： 英語 

プログラム 概要 時間配分 

スタッフ紹介 自己紹介、NGOで働く理由（20分） 
質疑応答（10分） 30分 

ビデオツアー 都市部の街並み動画（15分） 
質疑応答（10分） 25分 

コロナ禍の 
フィリピン 

レクチャー：全般的状況（10分） 
グループセッション：コロナ禍で困っていること（25分） 
ワークの共有（10分） 

45分 

クロージング 振り返りとDay3のオリエンテーション 10分 

  



Day 3 都市スラムの若者と対話 
内容：  都市スラムの若者のライフストーリー 
担当：  全体進行‐野田／グループ進行‐ジェリック、ジセル、カイラ 

使用言語： 英語 

プログラム 概要 時間配分 

若者の紹介 自己紹介（トンド地区に暮らす学生2名、アクセス・フィリ
ピンのスタッフ1名） 10分 

ビデオツアー 都市スラム「トンド地区」コミュニティの様子（20分） 
質疑応答（10分） 30分 

レクチャー トンド地区の歴史と背景 20分 

グループセッ
ション 

トンド地区の若者のライフストーリーを聴く 
アイスブレーク（10分）／ライフストーリー（20分） 
質疑応答（10分） 

40分 

クロージング グループワークの共有、振り返りとDay4のオリエンテー
ション 20分 



Day 4 フィリピンの大学生と対話 
内容：  大学生活のこと／貧困についてどう考えているか 
担当：  全体進行‐野田／グループ進行‐ジェリック、ジセル、カイラ 

使用言語： 英語 

プログラム 概要 時間配分 

大学生紹介 大学での専攻や、キャリアプランについて（3名） 15分 

ビデオツアー 大学の風景など（15分）、質疑応答（15分） 30分 

グループ 
セッション 

学生3名との対話 
アイスブレーク（10分）／学生生活について（10分）／ 
質疑応答（5分）／意見交換「フィリピンと日本の貧困に
ついて」（30分） 

55分 

クロージング グループワークの共有、 
振り返りとDay5のオリエンテーション 20分 



Day5 クロージングセッション 
内容：  学びの整理／世界を変えるアクションを知る 
担当：  野田 

使用言語： 日本語 

プログラム 概要 時間配分 

グループ 
セッション① 

「印象的だったストーリーの共有」 30分 

グループ 
セッション② 

「オンラインツアーを終えての、自分の最も重要な変化」 30分 

クロージング 世界を変えるアクションを知る／まとめ 30分 



メインファシリテーター紹介：  
   野田沙良（のださよ） 

現在：アクセス事務局長 
 

1980年生、三重県出身。高校時代に見
た映画がきっかけで国際協力を仕事に。
大学4年時にアクセスのボランティアスタ
ッフとなると同時に、フィリピン現地を訪
問。以降、「貧困問題の解決」をライフワー
クにすると決め、フィリピンでの2年間の
インターン経験を経て、2007年よりアク
セスの職員。 

これまでに、フィリピン・スタディツアー引
率を40回以上経験。 



団体紹介 
【事業実施国】 
 フィリピン、日本 
 
【活動分野】 
 「子どもに教育、女性に仕事を」 
 
【ミッション】 
 「地球市民」 「エンパワメント」 



団体紹介 
【フィリピン】  
貧困層の人々を対象に、 

 「子どもに教育、女性に仕事を」 

 

１．子どもに教育支援：3つの柱 

9 就学支援 

9 子どもの権利保護 

9 子どもの生きる力 

 

２．生計支援：雑貨生産とフェアトレード 

9 ココナッツ雑貨・グリーティングカード生産 

9 生産者協同組合としての自立をめざす 

 



団体紹介 
【日本】 「地球市民を増やす」「エンパワメント」ための３つの事業 

 

１．地球市民教育 

9 スタディーツアー 

9 講演・講義・訪問授業 

9 イベント 

2．フェアトレード 

9 商品開発：京都精華大学との協働事業 

9 販売：阪急・大垣書店等、イベント出展 

9 啓発 

3．活動の場の提供 

9 ボランティア、インターンの受け入れ 



団体紹介 

z 設立：1988年、法人登記：2000年 

  認定NPO法人として認定：2016年 

z 目的： 

  貧困のない、人権が尊重された平和なアジアを創り出すこと 

z フィリピンで2か所 （都市スラム／農漁村） 

z 職員： 日本5名、フィリピン13名 

z フィリピンでの事業対象者622名（2019年度） 

z 年間収入 2056万円（2019年度） 
z 会費２９％、寄付金33％、事業収益3１％、助成金等７％ 

マニラ首都圏 
都市スラム 
トンド地区 


